国際収支均衡過程への接近法 by 森井,昭顕
はしがき
国際収支均衡過程への接近法
一一価格分析と所得分析による一一一
森 井 昭 顕
国際収支調整過程に閲して，価格効果を重視する古典派舛:論と，所得効果を主視すろ近代理論とがある C
前者は主としてliHi格変動に対する輸出品の外[1，']需要及び国内供給の弾)]性と，輸入品の外国需要及び外国供
給の弾刀性に依存しているとされていろ。後者l主主として「河内変動に対する白同及び外国の限界輸入性向、
並びに限界貯蓄性向に依存しているとされている C この 2接近法を別々に考察し， liHi格分析と所内分析の単
純結合をはかることにする C ここに単純結合というのは、Irfli格分析も li)i得分析も，ともに比較静学的分析で
あることを意味している O 思師!よ大‘小山満男教授は司この 2分析の釘機的綜合，換言すれば動q:u''.i分析を
完稿されておられるが，その11のモデル構IJ)(1)を利用させていただきながら司わたしの勉強の一面を発表さ
せていただきたい C
1.価格分析
価格分析における [~4際収支の調整過程は，輸出品に対する外国需要の弾力性、及び凶|人l供給の弾力性と，
輸入品に対する同内需要の弾))性、及び外同供給の弾力性とに依存している c 需要の弾)J性というのは，商
品の価格(為替相場を含む)変化率に対する百世:量の比である。また，供給の弾力性というのは， I街品の価
格(為替相場を含む)変化率に対する供給量の比をいうのである C そこで司 2凶2商品モデルの構成を取
り扱いながら論をすすめていこう c いi 支払勘国九替相場をだとし，受取勘定建為替相場を士とす
る。第 l国の輸出数量を Xl， ;~'\ 1 [CEI通貨で測った輪山価格を Px， 古2国の柏i人数量を X2 とすれば、 み5
2同における輸入価格は Px/;τとなる。 ;;42同の輸出数量を Y2、リパ同通貨で i~JJ った輸出価格を Py ，掃
1困の輸入数量を Yl とおけば， ，お l困の輸人価格は :τPyである c
そこで，それぞれの国の輸出供給凶教と輸入7Z忠世|数を;J:めれば、
第1同の輸出供給両数は Xlニエ1 (P x) 
第2閏の輸出供給附数は Y2=Y2 (Py) 
沼1国の輸入需要U，fil数は Yl二 Yl(定Py)
弟2同の輸入需要凶数は X2ニ X2(P x/rc) 
従って，X商品，Y 尚 llhについての均衡条件;\)工、次の ~Il くよめられる c
X2(P x/吋 =XICPx) 
Yl (，τPx) =Y2(Py) 
いま，第 1r司の為替市場をとると.九替需給均予式は、 i大の如くであるの
(2) 
Px/rc • x2CPx/rr)=Py • Y2(Py) (3) 
つまり，対外需要唱すなわち輸人は国内の超過市要であり、対外供給，すなわち輸出はい1人jの超過供給で
ある O 従って，各国の輸出供給は超過供給l泊数で、あり，輸入市安は超過端攻極l数である。いわゆる外国為替
に対する需要は輸入の決済であり，供給は輸出の決済である O それ故に、第l[司の為替需給は第2国の輸人
1 )小山満男著:同際経済理論，昭平]139年.
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需要と輸出供給に依存しているのであろ C
さて，為替相場 (x)の変動効果を考えよう L記の(1)，(2)， (3)式を7τで微分する C
dX2 (1 dPx Px 1 dXl dP 訂正7巧 i王----;r;r----::t2-J 一疋~ 'd:rx =0 
( 1 dx 2 dx 1 I dP x P x dx 2 
17t'頁F万両 dPxl--;r:;r-X2一疋F万百=0 (4) 
dYl dPy ， ~ I dyz dPy 
d(7t'Py) 1勺ず+pYJ 瓦 d;=O
dYl dY2) dPy ，~ dYl 
バー d(xPy) dPyj(l子十Pyde否万=0 ~) 
( Px ( dX2 ¥1 1 dP x ， n dyz I dP y P x (P x dxz i P x d B1 
1一計訂正而王)+X2~f ;，/ -'iY2十pY7tid: -X2 ~2X -¥ ~~ d(P)巧)~x =百
Px dX21dPx ，ndY2idPy イ Px P x 2 dx 2 d B 1 
1-;-，-+百三友F刀7[')J守正一 'IY2+Py亙Pyld記 (X2 -X2十士子 d(Px/長)j=(l元 (6) 
ただし， B1 は第2国通貨で測った貿易差額である c (4)司 (5)、(6)式の係数のつくる行列式は，次の立[1くに
なる。
ム=
i~ _~ ~~ 7[' d(Px/x) -dP x 
。
。 Px dxz 
ーが d(Px/め
dYl dyz dYl 
一一一ー
ル d(;τPy) dPy .L)' d(7τP)') 
X2 Px dX2 ，" dyz¥ P x Px2 dX2 ¥ 
十 一一一一 -(Y2十P)''~-~" ) いーz一三十 一一十一ix ，- x2 d(Px/'τ)¥ dPy/ ¥仙沼3 d(P x/;τ)J 
(7) 
価格効果は存国の件出品に対する需要と供給の凶数によって規定される。すなわち，市要供給の価格弾力
性に依存するのであるから，次のように弾力性を主義する O
7τP)' dYl 
η1=ー ヲ了 d(証巳ア
Px/n: dxz 
出11司の輸入市要弾力1生
第2国の輸入需要弾力性
清 1~Jの輸出供給弾力性
指2国の輸出供給何力性
η2二一王 d(Px万7
ε Px 互主L
1- Xl dPx 
ε !"'y_ dr三
2 - Y2 dPy 
さらに喝均衡におし、て、ピェ1、XlニXz，Yl=Y2であることをJ7忠し、 (7)ょの存在lを計算すれは、
dγ。 dXj Xl 
百訂正/而 dPx二 P-
X 
1/2-ε1 1三ニー pJ(ηz+Ed
Pr dxz Pr Xl 
示訂正万戸7['2 P~可2 ニ Xl可2
dYl dY2 Yl 
x(l百F万-dPyニ Py可1-p: EZ=----'p:-(可1+ε2)
Pv~-_p ~1 
y疋在百ア二 1'y pi7)I=-Yl可1
X2 Px dX2 +ーよ 二 Xl-XI7)2 =Xl (1-7)2) 
官官2 d (P x/め
， n dY2¥ 
-¥Y2+ Py dP~)ー (y 1りぬ)=-Yl(1十E2)
Px p2X dX2 ¥ 
-¥X2ヲ2一+ヲF訂正万))=-(X1PX-XIPx可2)=-XIPx(1ー η2)
となる O この値を行列式(7)に代人する O
(-t加 εd
ム三 l 。
I Xl( 1 -η2) 
O 
一ιL(可1+EZ) 
ム y
-Yl( 1 +ε2) 
- -16-
Xlη2 
-Yl可1
-xIPx(l η2) ! 
この式を計算する。
ム=-X1Pxtt(η2十E1)(η1+州 lー η2)
+X12þ~ 7)2(1 一η山+ω+Y12tM1+山2+E1) 
;:=L:=V とおく c
ム=-X1PxV21(η2+Ed(η1+ε2)(1-7)2)-7)2(1一一可2)(η1+ε2)一η1(1+E2)(η2+E1)
ム>0でなければならないから，
ム=X1PxV2(η2+ε1)(η1+ε2)(1-7)2)+η2(1-7)2)(η1十ε2)+η1(1+ε2)(η2+ε1): 
ニX1Px V2;ηl可2(E1+E2十1)+ε1E2(η2十可l一1)1
dB唱
(7)式から-i7" 7irAごめる。
ム三
dX2 dX1 
E 訂正万)-dPx 。
。 dY1 dY2 dι 一
ル d(πPy) dPy 
X2 Px dX2 ¥ 
十一(v?+Pv-:n" 1 d(Px/吋 V2'~ Y dPy) 
dB1 ム
d;r ー(1 dX2 dX1¥ dY1 dY2¥ 一一一一一一¥π d(Px/7τ) dP xJ¥ル d(定Py) dPy/ 
これに弾性値を考慮し， (8)式を代入する。
dB1 η1η2(ε1 +E2 + 1) +ε1ε2(η1+η2一 1)! 
瓦元 =X1.Lx"l - (η2十ε1)(η1十ε2)
この式を変形すれば，
dB1 可1η2(E1+E2 + 1) + E1ε2(η1+η2一 1)1 
X1Px 何 i一一一一弓j平面[文れ二十ι
。
(8) 
(9) 
となる。この式は，メツラー (LMetzler) の安定条件として一般に知られている O 為替需給が安定であ
るためには， ( )>0でなければならなし~そこで次の考察が必要となる。
i )η1=∞， 7)2=∞ 
すなわち，両国の輸入需要弾力性が無限大であるという仮定である o (9)式にこの仮定を代入すれば， d定
(ε1 +E2 + 1 )になる。 1>0であるための条件は，E1十E2>1でなければならない。従って，為替相場
切下げによる国際収支への効果は， 1以上で‘あるから安定的である。つまり，両)E)の輸出供給弾))性が大き
ければ大きいほど，安定度は高いといえる。
i i)η1= 0，η2= 0 
両同の輸入需要弾力性がOである。この場合には，d江(-1) となり， ε1E2，すなわち，両国の輸出供給
弾力性に拘らず為替市場は不安定になる C
ii) E1=∞， ε2=∞ 
両国の輸出供給弾)J性が無限大であるという仮定である。この場合には，d;r;(η1十η2-1)になる。( ) 
>0になるための条件は， 7)1 +η2> 1でなければならないO この条件が充たされる限り， 18際収支への効果
は安定的である。 η1+7)2>1，すなわち，両国の輸入需要弾力性の手1が lよりも大であることが，為替需給
安定の必要，かつ十分条件であるということを導いたのが，マーシャル(A.Marshall)，ラーナー(A.Lerne) 
である。これをマーシャル=ラーナーの安定条件と呼んでいる。
iv)ε1 = 0， E2 = 0 
47 
両国の輸出供給弾力|生がOである場合は噛 drr，十 1:になる cつまり、 r.Lj国の輸入需2l!弾力|生可1712に拘
らず，為替市場は安定的であるC
v)η1~1 ，η2ミ l
両国の輸入需要弾力性が lであるか， 1よりも大きい場合は、 ε1+ε2> 1であれば )>1 となり，凶
際収支への効果は安定で、あるといえる O
vi) El三1，ε2三1
両f:EJの輸出供給弾力性が 1であるか， 1よりも大きい場合には、 η1+7)2>1であれば. i l>lとなり，
為替I¥i場は安'どであるC 次に九替相場の変化によって‘交易条件がとれだけ変わるかということも比較弾力
性に依存している c
輸Ul価格の変化率二守(元ik)
輸人価格の変化ギ=?(β石)
drr I( 711¥/ε1 ¥1 dr: ( η1可2一 1
交易条件の変化率=~^t- ~l \扇子 i:--;) 一切干~)J = ~~-\(7) 1 十ε2) (η2 +E1)1 
7>0であるから 1. i>Oであろならば交易条件は為替切下げ臨有利化しく0であれば不利
化する o i. >0であるためには， η17)2>εlE2 でなければならない C もし， η17)2=ε1むの場合には，交易
条件は変わらない。
以上の如く，諸ケースが考えられるが，ここでユ注君、しなければならないことは，九替切ドげ前において，
国際収支は均衡しているものと仮定されていることである。一般的には、為替相場切ドげ日ijには，輸出人額
は均衡していないのである C しかしながら，為替切卜げ効果は，為替巾場が安定条件を満足している場合に
のみ効果的なのである。すなわち， ru替需給，ないし国際収支の安'~性ということに関する|民りでは，輸入
需要弾力性は，大きければ大きいほど安定性を増すc つまり， 7)1=∞， 7)2ニ∞の場合であり，安定的であ
った。可1+η2>1であればあるほど安定性が大きく， η1=0， 7)2= 0の場合は不安)，とであった。また，輸出
供給弾力性は小さいほど安定性を増す。つまり， ε1=0，ε2= 0の場合には安定的であった。また，メツラ
ーの安定条件は，可2+ηlく lである場合でも， ε1とむが十分に小であれば安定的てーあろことを示してい
る。
R 所得分析
所得分析における主，~なる武器は，乗数理論である c 釆数というのは，成る経済体系のモデルにおいて‘
ある変数の増加が，その何倍の所内増加をもたらすかという，その倍数を己、味している c この采数理論には，
貿易乗数一輸出来数とも呼ばれているーと投資乗数とがある。
ハロッド (R.F. Harrod)2)の単純化条件ドの乗数を求めてろえよう c 単純化条件というのは、凶|付投資は
なく，輸出のみが被乗数となり，所得の全額を消費するということであろ c いま，所得をy，消費をC，輸
出をX‘輸入をMとする。この場合の所{ザゾj程式は
Y=C(Y)+X 
Y三 C(Y)+M(Y)
となる。同式の両辺を徴分する。
dC 
dY = ';，~-dY +dX -dY 
2) 1ミ.F. Harrod. International EじI1nomics.1960年.
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(10) 
(11) 
dY=~dX _~C 一一一-dY 
帥式の両辺をYで微分し変形すれば，
dC dM 
1 =-':，，-+ -dY I dY 
1dC d恥f
ー←一一dY - dY 
1:記2式から，
dY = -J.-dX = ldXニ kdXdM m 
dY 
1 
mは限界輸入性向である。この五ニ hが，貿易乗数，または輸出乗数として失1Iられているものである C つ
まり，輸出増加は，限界輸入性向の逆数倍に等しい所得増加を形成する。
ハロッドは，輸入性向をし所得の増分をY，輸出増分をEとおいている。
Y ニ~E
この式は.無r5R等比級数によっても求められる。いま， Eの傾が与えられの右r!が，わかっているなら
ば， Eに等しい所得が得られる c (l-t)Eだけ国内ilIに支出され，園内品生産者は(1-i)Eに等しい
所得を得る。この人は (l-i)2Eを同PlI¥aiこ支出する。以下同様の過程が順次くりかえされれば，総所得
(Y)は，
Y =E+(1-i)E+(1-i)2E+(1-i)3E+・..
=E[l +(1-i) +(1-i)2 +(1-i).l十・・・・・]
-C--~'-=.， E = ~ E -1一(l-i)'---i 
となる。単純化仮定における貿易乗数は，輸出増分に等しい輸入増分が成立するためには，どのくらいの所
得増分が形成されるかということである C 続いて，ハロット教授は，資本移動を考慮に入れているが，資本
移動なきものとする。
ここで，建元正弘教授3)の著書からグラフによる説明を引用しよう。
いま，国内投資は動かないで，輸出がfnJ等かの!事情のために急、に増加したとする。輸出増加によって，
(1 +X)直線は上方へシフトして， (1 +X')直線まで移動する。新しい[I;J民所得水準は， (1 +X勺直
$+問
(図 1) 
H ]十×
$' 
O 
州、M'
3 )建元正弘著外国貿易と国際収支，昭和35年.
4~ 
線と (S十M)直線の交点 C'で， OY'の大きさに定まる。すなわち， C' F は輸出増分ムXに等しく，
CFは所得増分 (Y'-Y=ムY)に等しし、。 (S+M)直線の勾配は， S直線の勾配である限界貯蓄性向
C'F ムX
( s )と， M直糠の勾配である限界輸入性向 (m)の和になっている。この勾配は， -CF =ぶyで示される
ムX
から，瓦y=s +mとなる。これを変形すれば
ムY=三石ムX
この式は，後述の制式の dI=Oと置いたものに等しくなる。つまり，投資の増加を考えていないのであ
1 一る。この式は，輸出増分ムXの7干五倍だけのjl)j得増加ムYがあることを示している。 Sもmもlより小さ
い数であり，普通(s十m)くi であ山，元正>1よりも大きい数である o そして，これ抽出乗数
と呼んで、いる。
さらに，輸出増加はS十M直線上で， Dから D'への移動が生じている。 DY，D'Y〆はそれぞれ(1 + 
X -M)， (1 + X i -M')を表わしている o Dから横軸への平行線DGを引くと， D'Gは¥(l十X'-M')
一(I+X-M))を表わしている。つまり， l(X' -M')-(X-M)¥ =ム(X-M)である。 DGはムYに寺し
ム(X-M)
いから，一瓦y一一とし、う関係が件られる。これを変形すれば
ムY=÷ム(X-M)
という乗数式になる。この式を所得方程式で求めてみよう。
Y =C(Y) +(X-Mj 
Y三 C(Y)+S(Y)
前述のJf法で計算すれば
dY=TiυM) 
1 -cニ Sとおく。
dY=?υ-M) 
が件られる o この式は貿易収支の増分ム(X-M)のよ倍だけの所得用加ムYがあることを示している。十
S 
を貿易収支乗数と呼んでいる C
次に，投資乗数について述べよう O 投資乗数は，与えられた投資増分に対して，これに何倍する所得の増
分が形成されるかを示すものである。
ケインズ(].M. Keynes)4)の所得方程式は，
Y =C(Y)+I 
これを徴分する。
dY 1 ，ro， dI = -. _l~dI 
-ldC1-C 
--{jy 
この世7が投資乗数として知られているものである o
J7h'とおけば
dY =k' dIとなる。
ここで，投資(1 )と貯蓄 (S)を加える。この場合の所得方程式は，
4) J. M. Keyns. The General Theory of Employment Interest and Money. 1954年
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Y=C(Y)+I 
Y三 C(Y)十S(Y)
(l~式から
dY二三cdI
同式を微分して
dS dC 
(f¥{= 1 -dY= 1 -C 
上記の 2式から
dY=~dI dS 
dY 
dS=dI 
この式は，ケインズの貯蓄=投資とし、う関係式である。
次に，投資 Iと輸出Xを被乗数とし，貯蓄Sを加えると，所得所程式は次の如くである。
Y=C(Y)+I十X
Y三 C(Y)+S(Y) +M(Y) 
M式を徴分する。
d打Y= 1 dC (は伊dI吋
L - dY 
(l$式を微分して，
ldC dS dLf 
-dY =-dY + dY 
このJ:記2式から，
dY= dS dM似I+dX)
dY-+ dY 
dS+dM=dI十dX
この式が，常に成立つという保証はない。というのは，次の場合が含まれている。
i) dI>dS， dXくdM
i i)dIくdS，dX>dM 
(l~ 
(l~ 
M 
(l$ 
M 
i )の場合は，国内においてインフレーションの状態であり，貿易収支は赤字(入超)である。
i i)の場合においては，国内はデフレーションの状態であり，貿易収支は黒字(山超)の状態である。
dI dS 
また， dI=dS， dX=dMの場合も考えられるが，この場合には -dX 瓦Mなる条件が充たされねばな
らなし、。この条件が充たされている場合を，ハロッド教授は至福の状態と云っている。
以上のような貿易乗数や投資乗数の分析を 1国分析と称する。 1国分析は， 1国が相手国の経済変動の影
響を殆んど受けないような場合，すなわち封鎖体系の場合には適当かもしれなし、。しかし，およそ今日の同
際経済において相手国の経済変動の影響を蒙らない国は，ほとんどないだろう。そこで，いわゆる国際的波
及効果，あるいは外国反作用の問題が生じてくる C この問題を 2同分析を利用しながら，貿易乗数及び投資
乗数の場合を考察してみよう C
輸出来数の場合であるが，第 I国において日発的輪山増加が行われたとすれば，第2同には必然的に自発
的輸入増加が生ずる。
いま，園内消費を ωz 輸出増加を β司輸出を1日子同の輸入画数日li(Yi)J とすれば.両国の所得))程式
は次の如くである C ただし， i = 1， 2を示す。
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Y1=羽Tl(Y 1) +M2(Y 2) -M1(Y 1) +β 
Y2=WZ(Y2)十M1(Yd-Mz(Y 2)β 
この 2方程式の両辺を βで微分する。
dY 1 dW 1 dY 1 . dM z dY 2 dM 1 dY 1 
一 一一一一一+ 一 + 1 dβ - dY1 dβI dYz dβ dY1 dβ 
dYz dW2 dY2. dM1 dY1 dM2 dY2 
一 一回
dβ dY2 dβI dY1 dβ dY2 dβA 
dW1 dW2 dM2 dM1 
--;JY 1ω1・-rtY2ω2， dY 2 問、 rly--;=m1 とおくつ
rlY 1 dY 1 dY 2 dY 1 
-ds ω1-dβ +m2{j画-m1{j直一+1
dY 2 dY 2 dY 1 dY 2 唱
dβ=ω2 d瓦十m1{jβ -m2肩-1 
両辺を整理すれば
、 dY唱 dYヮ
(lー ω1十m1)万両f m21li=1 
dY， _ dY。
m， -----十(1 ωz+mz)一一三一一 11dβz  dβ-
I ωl=Sl， 1-ωz=Sz とキョく。
dY， dYっ
(Sl +mj)両士-mヮず=1 
dY， _ dYヮ
-m1d正+(S2+m2}d正=-1
この係数のつくる行列式は
: Sl+m1 一mz
ム三 I
-m1 S2+mZ 1 
となるのこの行列式の符号ば，安定条件によりーム>0でなければならなし川この条件の求め方は後述する。
-m2 I 
dY1 -1 S2+m21 1 c' 
dβ ームL:，.'Jz
ISl+m1 
山 |-m1 一11"
dβ ー ム 一一ム..01
dY唱 dY?-ds-'-> 0‘否fく()
第 l同の貿易残高を B1 とする。
B1 =M2(Y 2) +β一M1(Y1) 
両辺を βで微分し，整理すれば，
dB 1 dY? dY， =m2 --J-A" +1 -ml--dβ 乙dβ1dβ 
dB， 
1正=三(ー m2S1+ム-m1S2)
=去SlSZ
dB， 
・ =-di{>0 
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指 I国のnJ'C的輪山増加によって、 i大の結果が生じたc
dY， ， rlY? _ -d B唱dβ~>O ， dsく0，'"'-df/>n 
このことは‘指 1[1;の同民所内はi廿加するが，第2[k)の国民刈得はー自発的輸入増加によって減少する。
そのために、第 2[司の楠入.つまり :X~ 1周の輸1の減少が誘子さされる οすなわち，なD同の自発的輸出増加
は，治 l国の所内市り|佐通じて‘抗 1[ヂ|の輸入、つまり抗 2[斗の輸出用加を誘発し，第2凶の所得増加をも
たらすp その結果、市2lJilの輸入、つまり第 1[+;16つ輸出J首加を誘危する。換言すれば，第 l同の白発的斬il:
増加は、江¥2[斗の口充的輸人増加に等しく司 第 1[十|の(第 2[-tlのliJ円減少によって)誘発された輸出減少
は，市2[玉!の誘発された輸人減少に等しいぺ指 l国のく指 1[五!の岬向上行加によって)誘発された輸入増加
は，年¥2[五|の誘発された輸/ljJ首加に等しいっかくして，白完的斬ut1J-幹加によって，第 1同の貿易残高は改善
されるが.第2[EIの貿易残高を忠化させるつ
これまでは、白発的輸1¥増加によって、内「件増加をもたらす輸1¥乗数効果であったが， ikに国内消費増分
によって，誘充される投資の作用を考察しよう。
いま、 :n1[可においてのろ投資の増加が起ったとするつその自発的投資増分を表わすノえラメーターをαと
すれば司両[iC]の町内1;"1";1式(土o<の1mくである η
Y1=W1(Y1)十M2(Y2)-M1(Y 1) +a 
Y2二羽ア2(九ア2)+1¥1] (Y 1) -M2(Y 2) 
この 2つの方程よのいIS!立合也で微分 fろp
dY1 dW1 dY1 dM2 dY2 I1M 1 dY1 一一一一十 つ 十 lda - dYj da寸 dY2 da dY 1 dα 
dY 2 dW 2 dY 2 di¥:h dY 1 dM2 dY 2 
dα - dY2 dα -， dY1 dα dY 2 da 
dWi dMi 
dY
i 
=九百7ニ mz、 1 ω 島、 (i= 1‘2)とおき整理すれば、
dY， dYヮ
( 1ーω1十ml)-~lα ム -m2-dJ=1
dY， dY。
-ml iZa;ー 十(lーω2十m2 )~~Z-:: = 0 
故に、
dY， dYアワ
(S1+ml〉ZJJ-??12fltJ=I
dY， _ dYっ
-ml(jム+(52+??12)dJ=()
係数のつくる行列式は
I Sl十ml -r川 1
ム=1
I ~ml SZ+m2 I 
この行列式の符号は‘安定条件により，ム>0でなければならないp
dY1 
d出
|。
-m2 
Sz+mz 
ム
i Sl+ml 
dYz m o I 
去(Sz+mz) 
7ム ム ←二瓦m
dY， 7ム~> 0 dY? -で>0aa〆
53 
第 I国の貿易残高を B1とすれば
B1 =M2(Y 2)-M1(Y 1) 
両辺をαで徴分し，整JlIする o
dB1 dY2 dY1 
ヨム-=m2d亙-m1ciム
dB， 
ci-;-=瓦[m2m1一m1(S2+m2)] = -6m1S2 
dB唱
・ 2ギ<0
第 1同の自発的投資附加によって、次の結果が得られたご
dY司 dY?_ _ dB， d~~> 0，万戸>0，dムfく0
第 1固における自発的投資によって， un国の国民所得が増加する。第 1国の第2国よりの輸入，つまり
第2国の第I国に対する輸出が誘発される。そのために，第2固においては，輸出の増加によって，所得増
加が生ずるから，第1国よりの輸入，つまり第l国の第2固に対する輸出が誘発される。さらに，第1国の
所得が増加し，第2国よりの輸入，つまり第2園の輸出が誘発される。かくして，第2国の貿易残高は改善
されるが，第 1国の貿易残高を悪化させる。
いま，結果として得られたものは，
投資増加の場合には、
dY， 
ムーム=瓦(S2+m2)>0
dY2 ¥ ハ7ム~ =75，.m1ノυ
dB1 月 ノハ
dα=一己m1;:")2く¥U
輸出増加の場合には，
dY唱 1 も
--十S?ー>0dβ ム乙/
dY? 
面三=-6S1くo
dB， ‘ 二 =~S ， S 。\>0dα ム 1"-..I:L/ 
である。これには，次の 2つの前提条件があったことに注意しなければならない。
i )第1固と第2同との経済の大きさが，ほぽliJじである。すなわち‘ここでは， rTij民所得の大きさが，
同じ程度であるということ C
i i)両国の貿易依存度も，だいたい同じ大きさであるということ。
以上のように，開放体制における投資乗数は，景気の18際的波及作用を説明するものである。第 1国の好
況は.第 I 国の輸入増加によって，第 2 国の所得を増加させ，第 21~の所得増加は，第 2 r司の輸入増加を通
じて，お 1同の所得を増加させる。かかる作用は乗数効果が完了するまで繰り返される。
これに反して，貿易乗数においては、第 11司の輸出増加は第 1国の所得を増加させるが，第2同の所内を
減少させる。第21司の所得減少は，第2国の輸入減少を通じて，第 l国の所得者ど減少させ司与'01司の所得明
加の効果を減殺する作用をもたらすのである C
E 価格分析と所得分析の結合
貿易収支改善をもたらすには，為替相場の変動によって直接芯起きれる貿易の変化ばかりでなく，貿易の
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変化にもとづく所得の変動によって生ずる貿易への)jf'Fi日をも考慮に入れねばならないとそこで句凶中金司
教授5)の著書の中の説明をかり‘ [1民所得と九替相場と貿易差額の閣係についてろえよう c 横軸:こ[-1'1民有!I何
B IW 
CC+I+X トペ)7L
CC +r+X-M)n:-
(図 2)
Y 
n; 
(Y)を，縦軸に貿易差額 (B) と国民支出 (W)を測る BとWとは国内貨幣で表示するものとする c Y 
は消費 (C)，投資(1 )，貿易差額 (X-M) との合計ーであるとする c 為替相場(化〉に応ずる W 曲線を
(C+I+X-M):τ で表わし，これと 450線との交点 Pから電線を下ろし、 OYとの交点を Gとする。
OG=GPが一般的均衡所得水準てれある。ゴに応ずる B曲線(土、 OYとPにおし、て交わり，この点で貿易差
額 (X-M)=0となり，所得がOPを超えれば人超に転ずる C 為替相場において，一般均衡に応ずる所得
水準OPとの間にPGだけの末離が存在し，一般的均衡所得水準のトにおいては， GRだけの人起が生ず
る。為替相場を古からゴ'に引き下げ， B曲線及びW 曲線を上方に移動せしめ， ー般均衡と貿易均衡とを同
時に実現せしめるような所得水準OH=HQを得る O 封鎖体制における同民支出面l数 (C+ 1)の勾配がよ
り大なる場合[開放体制における国民支出凶数 (C+1 +X-M)とB曲線とのなす角が、 よりたなる場
合〕には，均衡所得水準と貿易均衡との同時達成は，為替相場引下げでなく，かえって引上 (B曲線のト方
への移動〉によって実現される C この場合には司所得の哨大てれなく，収縮が起る C
きて価格効果と所得効果との単純結合を試ニろえよう。
輸出来数効果の場合は，
dB 1 SlS2 
dβ5152十m1S2+m2S1 -. m1 m2 1 + "-+-c Sl I 52 
? ?
次に投資乗数効果の場合には，
ml 
81 
?ηη。
1十 J 十¥一一
'-'1 ，j2 
m1 
S， 
dB1=一一一ーコア土ーて-;::-dι
1 +云1+ ('_Sl I S2 
6tし、て価格効果の場合，
5) II中金司著 金本位制の回顧と展望， Ht和3-1年
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~~~!_^~ p (2U7J~~空 1士三土12土.0 1ー ら(旦土生二121
d;r -.'1~ x'lη2+ε1)(η1十ε2)
!川η2(ε1+ε2+1)+ε1ε2(η1十η2一1)1dB 1 = X 1 P y "， -'.-'-.-'. .. "--'-，-~ .~~'---"-~-"----'"-"~--'--~---"-1 -~， 1 ~ x 1η2十ε1)(η1+ε2) j a;
作11
S1 
いま， W ll-.Elがだけの円琵投資を行なったとすれば， ;X~l同は ------'---dι だけ入臼をきたす。そ
押1， mっ
1+ +“ :31 ' :32 
(η1η2(ε1+ε2+1)+ε1ε2(η1η2-1) 
こで，d7C だけの為替切下げを (J なったとすれば、 fl f! í格効果として、 XIPxì.~η2 +(01)(η1+ε2) 十一j
白だけ，国際収支は増加する c これは貿易乗数によって 1 _ dβ だけの出超をもたらす。このm， mヮl十七+ι
51 ' 52 
/1¥超が投資にもとづく入超をカノ iー する場合に.同際Jli支ば均衡に達するっかくして，均衡条件は、
つ -;:-dβ
1十川1+竺
SI' S2 
1XIP x[η1η2(ε1+ε2 + 1)十ε1ε2(η1+η2-1)J 1 ， 
ml ， m2 iη2+(01)(η1十む ，Uι
1 +一~+SI ' S2 
行11
日，
=一一一一~. - dα m， mっ1十品十三
SI T 52 
ここで共通因数を約すと，
XlPx(可1η2(ε1+ε2+2)+.01ε2(η1+η2-1)、
dβ三
(η2+ε1)(η1 +(02) 
=:fda 
d;r m1(η2+ε1)(η1十(02)
dι-51・XIPx!η1可2Cε1+ε2+1) +εl.o2(η1+η2 -1): 
よって 2>0 である。
この式は白元的投資の増加が， 1耳際収支の均衡を保証するに必哲な為替相場の変動を示している c I日JR 'j 
に，安定条件より，白発的投資のJ目加がある場合に‘;rが騰民しなければならないことをも示していろハ
ここで， IT ，1，金司教授の求められた式を1)1用しよう。前述の式と全く同様であるわ
dB∞ X (.0hε，(1十ηf+η，)+ηfηh(.oh+εf-1)'1 
dr' -f 
i(η，，+州ηf十九)(1 +す+笠)i
添字の∞は均衡状態を，hとAとは江>;1 IEを，fとBとは市2国を表わしている c
作1Bしかして， 1+EL+-Ejl士通常 1よ1)ーたてvあるから、乗数効果を考慮に入れた場合には‘しからざる場
合よりも，為替相場の変動に応ずる問主収支弾力|生は小であろういずれにしても、 iつの弾力性と 4つの限
界性向が与えられるならば、 一定のムBをもたらすために， いかなろ程度の九替相場改訂が必要であるか
が，算出されるわけである。
しかし，小山満男教授が述べられている如く.このような所内効果と価格効果との結合は，条件を旬、視し
た単なる結合であって‘所得分析のよって立つ前提と価格分析のよって立つ前提とは‘相互に矛盾してい
る。従って，かかる結合は、本来理論のliU提から考えて， ほとんど無意味に近いものであるc ノ7俸の課題
は，相等しい前提の上に立って、価格効果と所得効果とを‘ 1機的に綜合することであろと強調されてい
る。ここで，有機的綜合というのは，動学的分析のことを立味している。教綬は.この動学分析を完稿され
ている。
? ?
補足安定条件の求め方
ヒックス CJ.R. Hicks)の比較動学的安定条件の求め)jを使用する。 2財貨の場合であり，数学的な子統
のみにとどめるつ
いま，次のような方程式が与えられたとするの
D1(P1， P2)=S1(P1， P2) 
D2(P1， P2) =S2(P1， P2) 
この 2つの方程式における安定条件は、次の条件が充たされればよいのである c
δ(D1-S1) /'ハ
δP1¥リ
δ(D2-S2) 
ただし OP1 = 0 
上記2つの方程式を P1で微分し，変形すれば‘
(δD1aS1)+(δDlδS1δP2 0(D1-S1) 一 一)一一一一δP1δP1δP2δP2θP1- OPl 
(δD2 aS2)+(δD2一時2)5P21  -~-，，" ---;::-T-'" )-::;-.... = 0 δP1 -dP1)δP2δP2)dP1 
両方程式に未知数 (T)を代入する。
(δDlaS1)+/θD1 時 1δP2δ(D1-S1) ðl')~-ðP~JT 同 -ZP2)石町=寸「
(車生)T +(δD26S2)δ九=()
δP1ーらP1
ヶ +¥δP2
ー δP2δP1
δ(D1 -S1) 
δP1 
。
(主主:)|
(主-~~;)I
(主主)1
(主-主)1
???、 、 ? ， 』 ， ， ，， ? ?? ? ??
〈?
、 、 ? 、
?， ， ， ， 、 、 、 ， 』 ? ? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ??
?
? ?
??
???
?
? ?
?
?? ?????? ?
?
? ? ? ? ? ?
?
?
??
?? ? ?
ム
δ(D1 -S1) ム
δP1 ー /δD2 OS2¥ 
¥δP2δP2J 
δ(D1 -S1) 、、、((うD2δS2¥こで~一く()なるためには、ム>0 でなければならない。なぜなりは\ ~p;-~p~)く 0 であ
るカ、らである。
あとがき
以上において、小山教授のモデル構成を使用させていただ、さながら，また‘清教授の説明をiJ1用させてい
ただき，価格分析と所得分析の比較静学的分析を行し、ましたが，だいたいどんなものであるかは珂解してい
ただけると思います。何分にも，私自身の不勉強きわまりないことは，かくしきれません。しかしながら，
本稿を足場として，国際経済学，並びにl玉1漂貿易理論の研究を続ける心算でございます小諸先生方の種々な
る御指導を拝聴いたしたし、と存じます。
6) J. R. Hickes. Valuぞ andCapital. 1957年
一-:JI 
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